
第160号 平成22 年６ 月　（8）議会だより　はこね

お
玉
ヶ
池
地
区
植
樹

　

平
成
22
年
４
月
29
日
「
豊
か
な
森
林

づ
く
り
事
業
」
の
一
環
で
お
玉
ヶ
池
植

樹
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
突
然
の
大

雨
で
し
た
が
参
加
者
の
方
々
に
は
箱
根

の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
や
大
切
さ
を
体

験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
良
質
な
水
を
育

む
広
葉
樹
林
の
水
源
涵
養
機
能
や
二
酸

化
炭
素
の
吸
収
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防

止
の
重
要
性
な
ど
を
感
じ
て
頂
け
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

熱
海
・
箱
根
広
域
行
政

 

推
進
協
議
会　

　

平
成
22
年
５
月
10
日
に
熱
海
・
箱
根

広
域
行
政
推
進
協
議
会
が
熱
海
市
役
所

で
行
わ
れ
以
下
の
報
告
や
協
議
を
し
、

承
認
い
た
し
ま
し
た
。

◎
報
告
事
項

① 

平
成
21
年
度　

経
過
報
告
及
び
推
進

事
業
の
経
過
に
つ
い
て

◎
協
議
事
項

① 

平
成
21
年
度　

熱
海
・
箱
根
広
域
行

政
推
進
協
議
会
決
算
に
つ
い
て

②
役
員
改
選
に
つ
い
て

③ 
平
成
22
年
度　

熱
海
・
箱
根
広
域
行

政
推
進
協
議
会
事
業
計
画
に
つ
い
て

④ 

平
成
22
年
度　

熱
海
・
箱
根
広
域
行

政
推
進
協
議
会
予
算
に
つ
い
て

　

視
察
来
町

 

鳥
取
県
西
伯
郡　
　
　
　
　
　

 

日
吉
津
村
議
会　

視
察
日　

平
成
22
年
５
月
13
日

来
町
者　

 

行
財
政
調
査
特
別
委
員
会
10

名　

事
務
局
１
名

目　

的　

 

環
境
保
全
・
環
境
管
理
の
ま

ち
づ
く
り
（
ご
み
減
量
化
・

再
利
用
推
進
）
に
つ
い
て

　

日
吉
津
村
は
隣
接
す
る
米
子
市
の

ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
近
年

の
人
口
増
加
が
顕
著
で
あ
り
、
村
内
を

横
断
す
る
国
道
沿
線
に
進
出
す
る
店
舗

も
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
う
環

境
等
の
変
化
や
ご
み
の
増
加
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
当
町
の
運
営
実
態
や
施
設

の
設
置
状
況
に
つ
い
て
視
察
に
訪
れ
た

も
の
で
す
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

 

委

員

長　

村
野
由
紀
子

 

副
委
員
長　

稲
葉
親
太
郎

 

委　
　

員　

石
川　
　

栄

 

委　
　

員　

遠
藤　

秀
則

6月定例会の予定

17日㈭
一般質問

18日㈮
一般質問

提出議案等の説明、質疑など

24日㈭
提出議案等の説明、質疑など

※ 定例会の日程（予定）は、変更となる
場合があります。

編

集

後

記

委員会の活動レポート

　

本
年
2
月
、
群
馬
県
の
草
津

中
和
工
場
を
視
察
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
草
津
の
名
峰
、
白
根

山
は
硫
黄
成
分
を
多
く
含
ん
だ

山
で
す
。
そ
の
た
め
、
白
根
山

に
降
っ
た
雨
は
地
下
の
硫
黄
成

分
を
溶
か
し
、
強
い
酸
性
の
水

と
な
っ
て
流
れ
出
ま
す
。
白
根

山
周
辺
に
水
源
を
持
つ
湯
川
、

そ
の
本
流
の
吾
妻
川
は
、
か
つ

て
は
水
を
使
用
出
来
ず
、
生
物

も
住
め
な
い
死
の
川
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
死
の
川
を
普
通
の
川
に

蘇
ら
せ
る
と
い
う
世
界
で
初
め

て
の
中
和
事
業
に
成
功
し
た
の

が
草
津
中
和
工
場
で
す
。
石
灰

と
川
の
水
を
撹
拌
さ
せ
た
中
和

剤
「
石
灰
ミ
ル
ク
」
を
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
管
理
で
上
流
よ
り
流

し
込
み
、
水
質
を
安
定
さ
せ
て

い
る
の
で
す
。
素
晴
ら
し
い
施

設
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

箱
根
も
他
人
事
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
箱
根
の
河
川
に
つ
い
て

も
中
和
事
業
の
研
究
を
す
る
必

要
は
な
い
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
多
く
の
資
源
に
恵
ま

れ
た
箱
根
、
こ
の
豊
さ
に
甘
え

る
こ
と
無
く
、
住
民
・
行
政
・

議
会
の
三
者
で
知
恵
を
出
し
合

い
、
な
お
一
層
、
魅
力
あ
る
箱

根
に
し
た
い
も
の
で
す
。

 

（
石
川
記
）


